
－1－ 

 

当日いただいた質問・意見 

 質問・意見 回答 

１ 

広域処理となると運搬車両が増加する

ことが予測されるが、運搬車輛のルートな

どは検討しているのか。 

まずは大空町を建設候補地として要請さ

れている段階であるので、具体的なことはこ

れからの検討になるが、歩行者などへの安全

対策をしっかりとり、町民への影響は最小限

になるよう検討していきたい。 

２ 

建設することについて町民も心配して

いるので、早急に町民にわかりやすい候補

地の説明をしていただきたい。 

説明会などを通じて町民の皆様の意見を

しっかり聞き、問題点などを洗い出しながら

繰り返し説明を行っていきたい。 

３ 

可燃ごみの分別については、他の市町に

は徹底してもらいたい。 

また、分別されないごみを投入すると簡

単に焼却炉が壊れてしまう恐れがあるこ

とから、ストックヤードを作って収集した

ごみをさらに分別を徹底してみてはどう

か。 

他の市町の分別については、施設を長く利

用していく観点から、統一していくことで検

討を進めることになる。 

分別を徹底して施設に搬入することが焼

却炉への負担が掛からない１番の方法と考

えている。 

ただ、ストックヤードなどを設置しさらに

分別を徹底することも一つの方法として検

討していきたい。 

４ 

施設を整備する際に国の指針としてエ

ネルギー回収が条件となっていると思う

が、大都市では売電や地域の暖房に使用さ

れている。 

今回、整備する施設のエネルギーの使用

方法は決まっているのか。 

売電するとなると一定の量のごみが必要

であり、目安は７０ｔ以上と言われている。 

想定する可燃ごみ量の試算は今のところ

７０ｔに満たないので施設内での循環利用

という形態になってくると想定しているが、

できる限り地域に還元できるような方法を

検討していきたい。 

５ 

清里町は今回の焼却施設整備の検討に

加わっていないが、将来、清里町が参加し

た場合、整備予定の焼却施設での参加は可

能なのか。 

清里町から出る可燃ごみの量は、大空町や

小清水町と同様に５％ほどであるので、整備

を検討している焼却炉での参加は可能であ

ると考えている。 

６ 

生ごみを焼却することになった場合、焼却

炉は処理に耐えられるのか。 

他の自治体で整備されている焼却炉は生

ごみを処理しているところもあるので、生ご

みの焼却は問題ないと考えている。 

７ 

今回の説明会の資料は「ごみ処理施設整

備の検討について」とあるが、建設するこ

とに対する検討なのか。それとも、建設す

ることは前提で建設内容に対する検討で

あるのか。 

基本的には現在の稼働している焼却処理

施設の更新として考えているので、建設を前

提に考えている。 
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８ 

想定スケジュールの令和４年度に「周辺

地域住民との説明・合意」とあるが何をも

って合意とするのか。 

できる限り地域住民に説明し、そこでの反

応や手ごたえを踏まえて合意形成を図って

いきたいと考えている。 

９ 

賛成か反対かの基準は何なのか。 「大空町に建設するのは反対だ」と明確に

言われたら反対意見とし、「建設するならこ

うして欲しい」との意見が出た場合などは賛

成意見だと考えて判断していきたい。 

10 

今までの説明会の参加者が合計で３２

名、８月時点の大空町の６，８１６人、単

純に参加人数を大空町の人口で割った場

合、町民全体の０．４７％しか参加してい

ないことになるが、このことについてはど

う考えているのか。 

住民説明会がすべてだとは考えていない。

資料にもあるとおり広報誌やホームページ

での周知や自治会の会合での説明など、さま

ざまな方法で説明していきたいと考えてい

る。 

11 

焼却処理施設から発生する熱はロード

ヒーティングやタービンでの発電など

様々な使い道があると思うが何に使う予

定なのか。 

想定する施設規模から考えると、基本的に

施設の給湯やロードヒーティングになると

思われる。 

発電するためには一定の量のごみが必要

であり、一般的に目安は７０ｔ以上が必要で

あることから発電は厳しいと考えている。 

ただ、今後、焼却炉メーカーによる説明会

が実施されるので、想定する施設規模で発電

が可能なのか聞いてみて判断することにな

ると思う。 

なるべくは地域に還元できるように検討

していきたい。 

12 

候補地について、スキー場に近すぎるの

ではないか。なぜここを候補地としたの

か。 

候補地は、現在の焼却施設から近い場所で

あり、町有地であることを前提に造成費が低

く押さえられること、また、民有地を買い取

るとなると売買費用などが高額となってく

ることが想定されることからこの候補地を

選定させていただいた。 

スキー場が近いとのことであるが、コンサ

ルからはスキー場利用や健康問題など懸念

される問題はないとのことであるが、リスク

に対するマネジメントをしっかり考え町民

の皆様に適宜説明させていただいきたいと

考えている。 

 


